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論文内容の要 ヒ日ー
イメ l論文は i事肉かく構造物のうち基本的に重要と考えられる軸対称かく構造物を取_1:げ、その軸対称
伸明性変形問題の解析方法と、この解法から得られる結果をもとに低サイクル疲れ寿命を推定する }j
法について論じたものであり、つぎの 7 章から構成されている。
第 1 市:は序論であり、軸対称かく構造物の弾塑性解析の研究の現状と本研究の目的について述べて
いる。
第 2'京では任意形状の軸対称かくの軸対称弾塑性変形問題について、幾何学的非線形性と材料非線
形性を I t:îj時に考慮した支配微分方程式をひずみ増分理論に基づいて誘導した。そしてこの支配微分方
位式に足分j去を適用して階差方程式に直し、電子計算機を用いて数値的に解を求める解析方法を提案
した。
第 3 章では単調に変化する負荷のもとでの弾塑性変形問題を取上げ、等方硬化理論に基づく
Prandtl-Reuss の式を用いたときの解析結果と対応する実験結果を比較することにより、前章におい
て提案した解法の妥当性を確かめた。
第 4 阜ではパウシンガー効果を考慮した最も簡単な塑性理論である移動硬化理論を取上げ、この理
論に基づく応力一ひずみ関係式を弾塑性解析に応用しやすいように (DPJ マトリックスを用いる形式
で表わした。またこの表示を第 2 章の解法に適用して一様分布圧力が数サイクルだけ変動して作用す
るときの円板の弾塑性挙動を解析した。
第 5 章では繰返し負荷を受けるときの材料の弾塑性挙動をより忠実に表わすために、上記の等方硬
化理論と移動硬化理論を任意の割合で含む結合硬化理論を提案した。そしてこの塑性理論の基礎にな
っている降伏条件式を後続降伏曲面に関する実験結果と比較してこの埋論の実験的根拠を確かめた。
またこの理論の応力 ひずみ関係式を第 4 章と同様に (DPJ マトリックスを用いて表わし、圧力が数
?ハVつω
サイクルだけ変動して作用するときの円板の弾塑性挙動を解析した。
第 6 章では以上において確立した解法から求められる解析結果をもとに、軸対称かく構造物が両振
り繰返し負荷を受けるときの低サイクル疲れ寿命を推定する方法について論じた。そして一定たわみ
幅のもとで軸荷重が両振りで作用するときのべローズの問題を解析した結果と、対応する実験値を比
較することにより本方法の有効性を確かめた。
第 7 章は結論で、第 2 章から第 6 章までの結論を要約し、今後に残された問題点を指摘している。
論文の審査結果の要旨
本論文は、軸対称かく構造物の軸対称弾塑性変形問題の解法とその応用についての研究成果をまと
めたものである。
まず、軸対称かくの大たわみ弾塑性問題をひずみ増分理論により区分的に線形の問題に帰着きせ、
差分法を用いて能率的かつ精度よく解析する数値解法を提案し、その妥当性を負荷が単調に増加する
場合について確かめている。
つぎに一般的な構造物の解析に用いるための移動硬化応力 ひずみ関係の表示式および、より一般的
な結合硬化応力 ひずみ関係の表示式を求め、これらを用いて繰返し圧力を受ける円板の問題を解析
している。また結合硬化応力一ひずみ関係の根拠を数多くの実験結果を用いて確認している。
さらに以上において確立した解法を用いて、軸対称かく構造物が両振り繰返し負荷を受けるときの
低サイクル疲れ寿命を合理的に推定する方法について考察し、この方法の有効性をベローズの問題を
例にとって確かめている。
以上のように本論文は、軸対材、かくの弾塑性問題の数値解法を種々の応力一ひずみ関係について確
立し、またこれらの解法から得られる結果を低サイクル疲れ寿命の予測方法に応用して成果を挙げて
おり、構造設計の分野に貢献すると二ろが大きく、博士論文として価値あるものと認める。
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